
「過去の投資の保護」と「新しい価値の創

出」――その両立は、成長し続ける企業情報

システムの構築に欠かせない要件となっていま

す。特に近年は、メインフレームの既存資産を変

化に柔軟なオープンシステムへマイグレーション

したり、Webシステムのミッションクリティカル活用

を推進する動きが本格化しており、COBOLに

代表される既存資産を、いかに迅速かつ容易

に、新たな経営戦略とIT戦略に反映できるか

が重要な課題となっています。

そしてWeb/Javaなどのシステムが注目され

ている現在も、世界中のビジネスコミュニティで最

も利用比率の高い開発言語としての地位を維

持しているのがCOBOLです。高い生産性と保

守性を備え、安定した品質と高性能のプログラ

ムを提供しながら、メインフレームからPCまで共

通して使用できる言語として進化を続けてきた

COBOL。その膨大なシステム資産と人的資産

は今も健在で、200万人以上ものプログラマー

が、ミッションクリティカルな基幹業務システム開発

においてCOBOLを活用し続けています。

日立の「COBOL2002」は、豊富な実績を誇

る日立COBOL85を継承しながら、最新の

COBOL第4次国際規格に対応。COBOLソー

スコードやCOBOL技術者など貴重な資産を

有効活用できる開発・運用環境として、これま

でも幅広いプラットフォームへの対応を進めて

きました。なかでもWindows版としては2003年

5月に「Windows版COBOL2002」を世界で

初めてリリース。2005年3月には「COBOL2002

for .NET Framework」をリリースしました。

そして今回、64ビットバージョンWindows x64

とEM64Tに業界でいち早く対応した製品とし

て開発されたのが「Windows版COBOL2002

（64）」です（図1）。

現在、PCサーバの世界では、システムの大

規模化やシステム開発効率化のトレンドをふま

えて、従来の32ビットOSよりも大容量のメモリ

が利用可能な64ビットOSの浸透が加速してい

ます。このため既存の32ビットOS上で開発し

たアプリケーション資産を有効活用しながら、

64ビットOS環境の優位性をフルに活かしたシ

ステム開発環境への期待が高まっていました。

こうしたニーズにお応えするのが「Windows版

COBOL2002（64）」です。

64ビットOSであるWindows x64では、仮想

アドレス空間が大幅に拡張されるほか、CPU

内部の記憶装置である汎用レジスタ数の増加

やビット幅の広がりによって、今まで以上に大規

模で高性能なアプリケーションを高速に実行で

きる環境が整備されます。また、x64上で既存

の32ビットアプリケーションを高速に実行できる

EM64Tを適用するだけでも、性能向上に大き

なメリットが生まれます。このため「Windows版

COBOL2002（64）」を適用すれば、既存の

COBOL資産と開発スキルを有効活用しなが

ら、よりスケーラブルでハイパフォーマンスな64

ビット対応アプリケーションの開発・運用が行え

るようになります。

◆64ビット対応オブジェクト生成のサポート

EM64Tに対応した64ビットオブジェクト生

成により、64ビットOSが提供する広大なメモリ

空間が利用でき、従来以上に開発生産性を

向上させながら、より大規模なシステム開発が

行えます。x64上で32ビットアプリケーションを

動かすための処理基盤WOW64（Windows

on Windows 64）と比較しても、Windows版

COBOL2002（64）はネイティブ対応での開発

が可能なため、プログラム実行速度は一段と

高速になります（図2）。

◆Windows版COBOL2002とソースレベル

で高い互換性

既存製品である32ビット対応の「Windows
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第4次国際規格※1に世界で初めて対応した日立のビジネスアプリケーション開発環境「COBOL2002」が、再び

業界に先駆けて64ビットバージョンWindows x64※2をサポートした新製品をリリースしました。新たに提供する

「Windows版COBOL2002（64）」は、64ビットバージョンWindows x64とEM64Tに対応したことで、より大規模で

高性能なアプリケーション開発や、既存COBOL資産の最新プラットフォームへの容易な移行を支援。信頼性と先進性を兼

ね備え、進化を続けるCOBOLは、これからもお客さまが培った膨大なシステム資産を最大限に活用しながら、新たなるビ

ジネスのステージへとリードしていきます。

※1 2002年に制定されたアプリケーション開発言語COBOLの第4次国際規格（ISO/IEC 1989:2002）は「COBOL2002規格」とも呼ばれています。1985年に制定された第3次国

際規格の仕様を包含し、互換性を維持しながら、オブジェクト指向をはじめとする近年のプログラム言語の進歩を積極的に取り入れています。

※2 Windows x64は64ビットCPUであるIntelマイクロプロセッサ（x86）に対応したWindows OSで、より大容量のメモリを利用できます。またEM64Tはx86の64ビット拡張機能で

あり、既存の32ビットアプリケーション資産も高速に実行することができます。

64ビットバージョンWindows x64にいち早く対応した
ビジネスアプリケーション開発・運用環境Windows版COBOL2002（64）
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これまでも、これからも、
ビジネスロジック構築はCOBOLで

図1 COBOL2002（64） 開発マネージャとCOBOLエディタ　～32ビット版COBOL2002の操作性を継承～

アプリケーション性能を向上させる
64ビットOSへのシフトが加速

Windows版COBOL2002（64）
の主な特長
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64ビットアーキテクチャに対応した 
64ビットCOBOLオブジェクトを生成することで、実行性能が向上 

WOW64モードの32ビット版COBOL2002とCOBOL2002（64）の実行速度を比較。
COBOLの代表的な命令（MOVE、IF文など）のみを繰り返し実行するプログラムを
Windows x64環境で実行（当社性能プログラムより）。 
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32ビット版COBOL2002
の実行時間を100としたと
きのCOBOL2002（64）
の実行時間の平均値です。 

版COBOL2002」とソースコードレベルで高い

互換性を備えるため、既存のアプリケーション

資産を64ビット向けに作り直す必要がなく、ア

ドレス項目など64ビット環境に特有なデータや

関数の見直しを図るだけで、容易に64ビットOS

環境へ移行できます。

また、Windows版COBOL2002で作成した

アプリケーションを、WOW64サブシステムを使

用してWindows x64上で起動できるため、既

存の32ビットアプリケーションをそのまま業務で

利用しながら、並行して64ビットアプリケーショ

ンへの移行を段階的に進めることも可能です。

◆Windows版COBOL2002で好評のIDE

（統合開発環境）を提供

COBOL2002規格対応のコンパイラや

COBOLエディタ、テストデバッガ、カバレージなど

の開発ツールを備えています。使い勝手のよい

オンラインマニュアルも標準装備しました。

COBOL2002規格では、オブジェクト指向プ

ログラミングや共通例外処理機能など、近年の

プログラム言語で採用されている手法を取り入

れており、プログラム開発生産性の大幅な向上

が図られています。また、旧規格「COBOL85規

格」との互換性にも十分に配慮していますので、

メインフレーム時代から業務システムの構築に

ともなって蓄積されてきたプログラム資産や熟

練COBOL技術者のノウハウも引き続き活かす

ことができます。

Windows版COBOL2002（64）では、次のよ

うなCOBOL2002規格の新機能をサポートし

ています。

◆翻訳指令機能（条件翻訳など）

COBOLコンパイル（翻訳）時に、特定の動作

や解釈をするようコンパイラへ指示を与えるこ

とができます。プラットフォームごとに固有の処理

を記述したい場合や、業務ごとに処理をカスタ

マイズしたい場合、条件翻訳を利用すると一つ

の原始プログラム内ですべての処理を管理で

きます。

◆利用者定義のデータ型機能

データのひな形を宣言することが可能です。

利用者が自由にデータ型を定義・参照するこ

とで、同じ構造のデータ項目が簡単に記述で

きます。

◆利用者定義の関数機能

COBOLが提供している組み込み関数に加

え、利用者が独自に関数を作成できます。利用

者定義の関数を式中に利用することで、簡潔で

可読性の高いアプリケーションが作成できます。

◆共通例外処理

従来の入出力エラー処理でのUSE文によ

る宣言手続きに加え、データ例外やケタあふ

れなど、さまざまな例外に対応できる処理を記

述できます。COBOLアプリケーションで高い比

重を占めていた各種の実行時エラー処理手続

きを、アプリケーションの本質的なロジックから

分離、集約できるため、ロジックの可読性が向

上するだけでなく、生産性も向上します。

◆自由形式の正書法

従来から規定されている固定形式正書法

に加えて、行番号領域や標識領域のない自由

形式正書法が使用できます。カラム位置を意

識せずに自由な形式でコーディングが可能に

なります。

以上にご紹介したように、「Windows版

COBOL2002（64）」では、既存資産を活かした

先進的な64ビットOS対応アプリケーションの開

発によって、COBOLの可能性をさらに広げる

ことが可能となりました（図3）。日立はこれから

も、お客さまのCOBOL資産を安心してお使い

いただけるよう、常に最新のアーキテクチャを採

り入れながら進化するCOBOLを継続的に支

援し続けます。どうぞご期待ください。
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お問い合わせ先
HMCC（日立オープンミドルウェア問い合わせセンター）

7 0120-55-0504 利用時間9:00～12:00、13:00～17:00（土・日・祝日・弊社休日を除く）
■情報提供サービス
http://www.hitachi.co.jp/soft/cobol/

図2 64ビット対応オブジェクト生成のサポート

Windows版COBOL2002（64）で作成したアプリケーションから、 
データベース（Microsoft SQL Server）やファイルへのアクセスが可能 
●COBOLアプリケーションからODBCを経由してデータベースにアクセス可能 
●ファイルは順ファイル、索引ファイル、相対ファイル、CSVファイルなど、 
　さまざまなファイルI/O機能の活用が可能（SORTコマンドは、COBOL2002（64）と同時に出荷予定） 

Microsoft SQL Server

ファイル 
（順ファイル、索引ファイルなど） 

Windows x64

ODBC経由 

Windows版COBOL2002（64） 
64ビット COBOL 
アプリケーション 

図3 COBOL2002（64）を活用した構築例

 ※COBOL85およびCOBOL2002を購入されているお客さまへ   
32ビット版COBOL製品から64ビット版COBOL製品への無償アップ
グレードはできません。64ビット版COBOL製品をご使用になる場合、
新規の購入およびサポートサービスの契約が必要です。 

COBOL2002規格対応の
64ビット向けコンパイラや開
発マネージャなどを含む開発
環境製品。ただし本番環境で
は使用不可（別途運用環境製
品の購入が必要）。 

PCサーバ向け運用環境製品 
（64ビット向け実行時ライブ
ラリを提供） 

COBOL2002規格対応の
64ビット向けコンパイラや開
発マネージャなどを含むPCサー
バ向け統合製品 
（開発・運用環境統合製品）。 
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製品名 概　要 

Windows版COBOL2002（64）製品一覧

COBOL2002の主要機能を
サポート
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